














































































N＝｛1, 2, … , n｝
となり，各主体 i ∈	N の消費は
xi＝（zi, mi）∈［0, 1］×R
で表現できるとする。ここで，zi は非分割財の配分を表し，主体 i が非分割財を手にした
場合 zi＝１，非分割財を手にできなかった場合 zi＝０とする。また，mi は主体 i が受け取
る貨幣の額を表す。社会的に利用可能な貨幣量の総額を M とすると，資源配分の集合は




Ri が（z１,	z２,	・・・,	zn,	mi）に依存することを意味する（1）。以下の分析では，各主体 i の選好
が準線形の効用関数




ui（z1, … , zn）＝uij if z j＝１
とする。これより，主体 i の選好は





































証明：無羨望な資源配分の定義より，uii＋uji＋mi＋mj ≥ uij＋ujj＋mi＋mj を得ることから，
効率的な資源配分となることが確認できる。	 ■
定理２　２人経済の場合，無羨望な資源配分は常に存在する。




2≥ m ≥ を満たす m の存在が確認でき





















いことから，６＋m１ ≥ m２と６＋m１ ≥ m３が成り立ち， M－123m1 ≥ を得る。一方，非分割
財の非所有者は非分割財の所有者の配分を羨まないことから，５＋m３ ≥８＋m１と０＋m２









u11＋m1 ≥ u13＋m2 and u11＋m1 ≥ u12＋m3
u21＋m2 ≥ u22＋m1 and u21＋m2 ≥ u23＋m3




















とは以下のように示せる。10＋m１ ≥ ３＋m３より m３－m１ ≤ ７が成り立つ。一方で，０
＋m３ ≥ ８＋m１より m３－m１ ≥ ８が成り立つが，これは矛盾となる。つまり，外部効果
が存在する場合，無羨望な資源配分が常に存在するわけではない。









1＋i－j　　  1＋i－j > 0
1＋i－j＋n　1＋i－j ≤ 0
この関数を用いることによって，主体 i が主体 f（i,	 j）の右側 a 番目となることと，主
体 j が主体１の右側 a 番目となることが同値となる。













1＋i－k　　  1＋i－k > 0
1＋i－k＋n　1＋i－k ≤ 0
g（i, k）＝ ．
この関数を用いることにより，ui１＋mi ≥ uif（i, j）＋mj＝uik＋mg（i, k）と書き表せる。ここで







定理４　無羨望な資源配分が存在する必要十分条件は，任意の i, i について
uj1＋ui1 ≥ uif（i,j）＋ujf（j,i）
が成り立つことである。







次に十分条件について調べる。任意の i, j について ui１＋mi ≥ uif（i, j）＋mj を満たす（m１,	．．．,	
mn）が存在することを以下で示す。ここで，ある M について無羨望な資源配分（m１,	．．．,	


























Δが凸集合であることと，関数 F が連続関数であることから，関数 F は不動点を持つ。




となるm＊＝（mij＊）i∈｛1, … , n｝; j≠iが存在する。	
uj１－ujf（ji）≥ uif（ij）－ui１より，もし mj－mi＋uif（ij）－ui１＞０が成り立てば mi－mj＋ujf（ji）－
uj１＜０を得る。同様に mi－mj＋ujf（ji）－uj１＞０が成り立てば mj－mi＋uif（ij）－ui１＜０を得
る。よって，もし aij＞０が成り立つならば aji＝０が成立する。
ある i, j について aij≠０が成り立つとする。この場合 A＞０が成立し，かつ（１＋A）mi′ j′＊
＝mi′j′＊＋ai′j′より，任意の i′,	j′について ai′j′＞０が成り立つ（5）。これは aji＝０と矛盾する。
よって	任意の i, j について aij＝０が成り立つ。
aij＝０より，任意の i, j について ui１＋mi＊≥ uif（i, j）＋mj＊が成り立つ。よって，z１＝１と
（m１＊,	．．．,	mn＊）の組み合わせが無羨望な資源配分となっている。	 ■
（3）	 mi' ＝mi＋ M' －Mn とすることによって示せる。
（4）	 十分に大きな M を想定すれば，m を見つけることができる。ここで ∑V i＝ juijとする。もし（m１,	．．．,	mn）
が無羨望性を満たすのであれば，mi ≥ V i－nui1＋Mn となる。事実，ui１＋mi ≥ uif（i, j）＋mj より nui1＋ nmi ≥
∑juij＋Mが成り立つ。
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free	allocations,	which	are	presented	 in	 this	paper.	 In	 this	paper,	we	define	envy-free	
allocation	 in	 the	 presence	 of	 external	 effects	 and	 show	 the	 necessary	 and	 sufficient	
conditions	for	its	existence.	
